
 

 

 

コロナ禍から２年以上が経過しましたが、交通運輸産業は未だに危機的状況から脱し切れておらず、 
 

日田彦山線ＢＲＴ「ひこぼしライン」が開業 

公共交通維持のモデルになり得るか 
 

 2017年の九州北部豪雨で被災し、一部区間で運

転見合わせが続いていた日田彦山線だが、８月 28

日にバス高速輸送システム（ＢＲＴ）で復旧した。

開業前日の 27 日には福岡県東峰村の宝珠山駅で

記念式典が開催され、28日の初日には早朝から多

くのお客様が利用した。被災した鉄道をＢＲＴで

復旧する方式は九州初の試みとなるが、日常生活

での利活用を進めるとともに、公共交通維持にむ

けた新しいモデルとして注目を集めている。 
 

正式名称は日田彦山線ＢＲＴであるが、地

域の想いを乗せて未来にむけて駆け抜けて

いく星になるよう願いを込め、「ＢＲＴひこ

ぼしライン」との愛称名となった。 

今回の復旧区間は添田・夜明駅間の 29.2

㎞だが、久大本線の日田駅までＢＲＴが乗り

入れる。全長 29.2km のうち、彦山・宝珠

山駅間の 14.1km が専用道、残りは一般道

を走行する。列車とＢＲＴの乗換駅となる添

田駅では対面乗換ができるよう配慮されて

いるほか、駅数は 36 と被災前より大幅に増

やして、利便性確保に努めている。 
 

課題の共有と解決に関係主体と連携して取り組む 
 このように、地域における新しい公共交通の形として注目を集めているＢＲＴだが、一方で課題

もある。最も大切な「安全確保」では一般道での安全運行はもちろん、専用道の維持管理（保守管

理体制の確立、一般車両や歩行者の誤侵入防止等）が必要となる。また、「安定輸送」については

遅延対策や需要に応じた柔軟な運行体制が求められるほか、「継続性」の観点から地域と一体とな

った一層の利活用促進とバス乗務員の確保も重要になるものと思われる。今後とも関係主体と連携

して、課題の共有と解決に取り組んでいく。 
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出発を待つ真新しいＢＲＴのＥＶバス 

 

 
出所：ＪＲ九州ホームページ 

添田駅ではＢＲＴ(左)と列車(右)の対面乗換が可能に 


